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去る平成19年10月19日�、埼印工組は組合創設50

周年記念事業、式典を実施した。その興奮まださめ
やらぬ中、新春の決意を固める賀詞交歓会が、組合
深谷支部皆さんのお世話で１月19日�行われた。場
所は深谷駅前、埼玉グランドホテル深谷である。来
賓、関連商社、報道関係、そして組合員と総勢79名
の参加をいただいた。
午後４時からの開催で、そのプログラムは、新春

のおめでたいところで、恒例のお笑い、落語「井戸
の茶碗」が柳亭燕路師匠の熱演で語られた。新井正
敏副理事長が演者を紹介した。柳亭師匠はここ数年
連続しての出演で、「埼印工組さんのお座敷はしっ
かり私が務めます」との心意気であろうか。演目、
お話は、手元不如意、暮らしに窮する長屋浪人千代
田清兵衛が、これも又正直者の「くずい」さんにす
っかり助けられて、「井戸の茶碗」を買いとってい
ただいたお侍さんに娘さんを娶っていただく幸運が
ころがりこむ人情話である。額に汗して熱演の師匠
にひきこまれ、会場一座拍手喝采であった。

場面は変って賀詞交歓会本番、総合司会は櫻井豊
喜専務理事が務め、まず佐藤伍郎副理事長が登壇し
て、開会の挨拶をした。景況は依然厳しい情勢が続
くが、我々の創意工夫でその壁に風穴を開けていく
しかないと会場の組合員に一層の努力を促した。理
事長挨拶は、この日新理事長体調不良で欠席のため、
筆頭副理事長二重作明氏が代って述べた。先述の通
り50周年事業では県内各事業所や関連業の皆さんに
大変なご支援をいただいたこと、重ねてお礼申し上
げます。また組合員には引続き変革、チャレンジで
不況に立ち向って頂きたいと訴えた。次に吉田副理
事長が紹介し、埼玉県中小企業団体中央会熊谷支所
長宇佐見幸広氏が来賓挨拶に立った。そのあと関連
商社の紹介、代表して設楽印刷機材�設楽守廣氏が
代表挨拶を行った。そして宴席となった。乾杯の音
頭は８代理事長中村照雄顧問より頂いた。和やかな
宴のあと、深谷支部長田島庸司氏が中締め、新井副
理事長の閉会挨拶でこの日の宴を閉じた。

二重作副理事長挨拶 来賓挨拶、中央会熊谷支所長
宇佐美氏

関連企業～代表挨拶

設楽印刷機材�設楽守廣氏
佐藤副理事長による

開会挨拶
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受付けをする深谷支部の皆さん

高座中の燕路師匠

深谷支部の皆さん

柳亭燕路師匠

歓談する出席者

田島深谷支部長による中じめ

乾杯の音頭をとる
中村顧問

閉会の挨拶で
記念誌のお礼をのべる新井副理事長
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「紺屋の白袴」という言葉があります。この表現

を借りますと「印刷会社、記念誌作らず」というこ

とになるのでしょうか。埼玉県印刷工業組合50周年

記念誌を作成するに当たり、過去の記念誌の有無を

調べてみますと、過去には一切記念誌を作っていな

かったことが分かりました。本来、印刷会社は印刷

物で記録を残すことが得意な筈なのに、というより

もそれが仕事である筈なのに、自分の組合の記録が

まとまった形で残っていないというのは、正に「紺

屋の白袴」です。

記念誌作成は、組合にどんな資料があるのか調べ

ることから始まりました。あるのは、創立（昭和32

年）からの総会議事録、昭和47年からの「埼印工だ

より」、若干の写真アルバム、そして深井事務局員

が3年間かけて「埼印工だより」等より抽出した資

料でした。この資料は大変な力作でしたが、キャノ

ワードという昔（20年位前？）のワープロで作成さ

れていたので、事務局のパソコンではファイルを開

けることができません。危うく事務局の労力が水泡

に帰すところでしたが、これまた昔の変換ソフトを

探し出してようやくテキストデータに変換すること

ができました（勿論、体裁が崩れてしまい、利用す

るのに手間がかかりましたが）。こうして事務局の

力作は資料編のデータとして日の目を見ることにな

りました。

見易いこと、読み易いことを最優先に考えました

ので、１年を見開きの２ページでまとめることはす

ぐ決まりましたが、原稿を作ることが難関です。手

がかりは「埼印工だより」です。しかし「埼印工だ

より」は１部しか保存されていませんし、その上、

昔の「埼印工だより」は用紙が酸化しており、現物

に触れると破損する危険がありましたので、「埼印

工だより」をスキャンをすることから始めました。

スキャンの枚数は1,500ページに達しました。この

1,500ページを普通紙に出力して原稿の原資料としま

したので、原本を損なう心配がなくなり、その後の

作業をスムーズに進められるようになりました。正

に、「急がば回れ」です。

1,500ページに一通り目を通し、面白い記事をライ

ンマーカーで囲み、文字入力を依頼しました。入力

者に特別の指示をしなかったので「年」の数字が漢

数字で入力されてしまい、組版の担当者が漢数字を

算用数字に置き換える作業をしなければならず、組

版担当者に余計な手間をかけてしまいました（昔の

「埼印工だより」は縦組みで、記念誌は横組み）。

505050
奮戦記�

�50周年記念誌編集委員長　岩渕　均��50周年記念誌編集委員長　岩渕　均�
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「埼印工だより」の記事の文章については、拙文

も散見されました（失礼）が、原稿と格闘していた

私のエネルギーが切れてしまい、リライトせずに校

正をしましたが、そこはさすがに「編集工房」の小

倉さんです。しっかりと赤字を入れてくれましたの

で、元の原稿よりはるかに読み易い文章になってい

ます。

写真は元の写真がないので印刷物から取ることに

しました。昔の写真は分解精度も低く、印刷された

用紙も酸化し始めており、大分粗い写真となりまし

たが、年季の入った写真と理解して50年の歴史を味

わってください。

組版にかなりの時間がかかりましたので、佐々木

さんは記念誌の完成が１月19日の新年会に間に合わ

ないのではないか、と心配をし始めましたが、そこ

はいくつもの修羅場を潜り抜けて来たメンバーで

す。17日に完成し、予定通り新年会に間に合わすこ

とができました。

また、スキャンした「埼印工だより」全1,500ペー

ジと本記念誌をＰＤＦ形式で保存し、ＣＤを作成し

ました。印刷物がＣＤやインターネットに取って代

わられるのは少々つらいことですが、産業構造の変

化ですからしょうがないですね。

記念誌の中には一度開いて閉じたら二度と開かれ

ないものもありますが、我々の記念誌は二度・三度

と開いてもらえるよう編集したつもりです。先日、

洋紙店の営業マンが私を訪ねてこう言ってくれまし

た。「３日かけて全部読みました。50年の歴史を楽

しみながら読みました。また、『我が社の歴史』は、

これまで知らなかった各社の歴史が分かり興味深

い、更に、お客さんに行ったとき話題にすることが

できるので、営業の役にも立っています」というの

です。大変うれしいコメントです。我々の苦労が報

われました。

この記念誌が50年後に、「100周年記念誌」の手本

となることを期待しています。

会員の皆様に感謝申し上げます。

ようやく完成、ＣＤも作る�ようやく完成、ＣＤも作る�

記念誌が営業ツール�記念誌が営業ツール�
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去る平成19年10月19日、埼玉県印刷工業組合創立

50周年記念の会が新都心のラフレに於て挙行され

た。その際長寿者として顕彰された。壇上の自分は

杖をつき、あまり輝しく見えないので少し淋しいが、

自分でも知らない中に90歳まで寿命を保ち得、会社

が存続出来たのは、全くお客様・従業員・同業者の

皆さんに助けられてのことである。

また言えることは、当時はよき時代だったことで、

このことは忘れてはいけない。「今日よりは明日が

明るい素晴らしい日本になるように」、「今日よりは

明日が、毎日のくらしが少しでも明るくなるように」

と誰もが一生懸命働いた。高望みすることなく一歩

一歩前進しよう、それが働くことが原点となっては

じめて実現されると、本当に誰も彼も純粋だった。

お客様との関係も精一杯働き「あのお客様のため

なら」と納期も予算も二の次で励んだ。お客様も納

期が迫っているものは出張校正といって会社に出向

いて下さった。又「こんどは少し納期のあるものを

頼めるようにしたい。」と私達業者にとってはます

ますやる気が起きる心温まる励ましの言葉をいただ

いた。そればかりか、時にははっと気づかせられる

ような人間としての深い教えをお話の中に伺うこと

が出来た。何も知らずに社会に放り出された私には、

どのくらい有難かったかしれない。

先日「一円でも安ければいい」というある役所の

方の発言を新聞で見たことがあるが、現在は人間不

在のような淋しい時代と思う。

会社に思いをいたせば、その頃働いてくれた従業

員の人達がたまらなくいとおしい。残業は生半可で

なく泊りがけとなる。貸布団屋さんがあって布団を

借り、事務所の机を隅に積み上げ、皆で雑魚寝をし

て夜を明かした。

活字は一本一本拾う文撰の仕事。文撰箱と原稿を

左手にもち、原稿に従って活字ケースより活字を一

本一本拾い、文撰箱に棒組みにならべる。それを組

みの職人が文章の形に一行の字詰め、行間の具合な

どをすべて鉛の道具で埋めてゆくのだった。

印刷は手で紙を印刷機に送る手差しが殆どだっ

た。印刷工は機械の前に立ち続け、紙を機械に送り

込む。その手のしなやかさを私は時に見とれている

ほどであった。一日中立ち続けての作業を黙々とし

つづけた。

貧しい日々、給料日のお酒はどんなに待ち遠しか

ったことか。給料日の翌日は必ず休む職人がいた。

困りはてた私は一人一人を迎えにいって、恐縮して

いる本人と自動車で会社に来る。こんな事はしばし

ばだった。しまいに奥さんも一緒に勤めてもらって

酒の翌日の休みを何とか減らそうとした。今思うと

本当に申し訳なく、又あわれでもあった。

会社に人生の最後まで勤めてくれた人々を思う

と、今あの人達と手をしっかり握り合いたい。少し

も豊かにしてあげられなくて「ごめんなさいね。」

と言いたい。

皆、故人となった。ありがとうございました。

業者の方々との関係は今から55年も前のこと。男

女共同参画と叫ばれる今とは違いさんざん鍛えられ

た。でも会社を後に背負っては、メソメソ泣いては

いられない。きっと、私はあきれた存在だったかと

も思う。しかし今思うとあの頃の明治生れの男性は

どこか気骨があり、徹底的に女性をいじめ殺すよう

なことは男の恥と思っていたように思う。だから最

後の頃は随分と協力的で大きな仕事を助け合って仕

上げることもあった。

「女だから手加減してる」と挑み来し明治男の

時になつかし

先の見えにくい時代、業界の方々が協力し合い、

埼玉県印刷工業組合の輝かしい50年の歴史に、更に

力強く年輪を刻まれるよう心よりお願いいたしま

す。

ありがとうございました。
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毎年好評の青年部研修旅行が、小雨まじりの中、

平成19年11月10日、11日に行われました。今回は西

伊豆堂ヶ島温泉へ行って参りました。

今回は総勢９名とやや淋しい旅行となりました

が、そこは青年部の元気あるメンバー達、少ない人

数ながらも、行きのバスの中から大いに盛り上がり

ました。まず、最初の目的地であるエスパルスドリ

ームプラザにて食事、さすが静岡と思わせる美味し

いお寿司を食べ、その後ドリームプラザ

内を観光、その後駿河湾フェリーで土肥

へ移動、65分の船旅も楽しみました。

宿泊先は、「プロが選ぶ日本のホテル

旅館100選」にて総合部門 第９位に選ば

れたこともある堂ヶ島ニュー銀水です。

みんなで和気あいあいと宴会を楽しみま

した。その後２次会が行われ、いろいろ

楽しいゲーム等で盛り上がりました。結

局、ホテルの１階にある居酒屋「なぶら

亭」にて３次会も行われ、閉店の24時過

ぎまで飲み続けた方もいたようです。温

泉も硫酸塩泉の最高の泉質で、大満足でした。

２日目は加山雄三ミュージアムにてじっくり見

学、残念ながら洞窟めぐりは出来ませんでしたが、

その後おそば屋さんへ移動し、昼食。最高のおそば

で満腹になった一行は帰路へつきました。西伊豆で

の研修旅行は事故もなく、皆無事であったことは何

よりでした。

（埼玉クスダオフ機材� 馬場　直樹記）

青年部のページ� 　　平成　　平成19年11月10・11日�　伊豆堂ヶ島温泉�　　平成19年11月10・11日�　伊豆堂ヶ島温泉�
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青年部会恒例の新年会が、秩父の和銅鉱泉旅館に

おいて盛大に開催されました。この日は昼過ぎから

あいにくの雪。「新年会」「秩父」「雪」、これらのキ

ーワードから、参加者の誰もが数年前のあの悪夢を

思い出した筈です。（詳しくは「埼印工創立50周年

記念誌」の125頁、「青年部のパワー」の項をご覧下

さい。）

幸い、今回の雪は大したことはなく、参加者は電

車組、車組ともほぼ無難に到着し、予定通り18時に

開会となりました。

高橋会長の挨拶の後、大谷・関の両ベテラン会員

から激励の言葉、また近況報告があり、続いて秩父

のボス・伊古田会員の発声で乾杯となりました。

その後は、いつも通りの大盛り上がり。今回の新

年会で中心となったイベントは「コスプレ」と「あ

っち向いてホイ」、そして秩父名物（？）の「刺身

試食会」でした。中でも秩父名物は二次会のつまみ

として大好評、また食べてみたいと思ったのは私だ

けではないはずです。

集まれば必ず何かが起こる青年部会。新入会員は

随時募集中です。

（副会長　㈱三興社印刷所 大川 正行記）

青年部のページ� 　　平成　　平成20年２月９日�　秩父和銅鉱泉旅館�　　平成20年２月９日�　秩父和銅鉱泉旅館�

高橋会長による挨拶 大谷元会長の挨拶 関会員からも挨拶 伊古田会員による乾杯

市川元会長による中締め

嵐の前の静けさ
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平成19年10月14日、鉄

道の日、さいたま市に待

望の｢鉄道博物館｣がオー

プンしました。

さいたま市は平成15年５月１日に大宮、浦和、与

野の３市が合併、その後岩槻市を加え現在に至って

いますが、大宮市の時代から10年以上に亘って、鉄

道博物館の誘致運動を続けてきただけに、その夢が

叶って関係してきた市民は喜びもひとしおです。オ

ープン後はテレビＣＭやニュース等の効果で、休日

ともなると全国から親子連れやファンの方々が大勢

押しかけ、10時の開場前には長蛇の行列が出来るほ

どです。

中でも体験できる展示物は人気集中で、実物の運

転台を使った電車の運転シミュレーター、特に実物

の蒸気機関車の運転操作が出来るシミュレーターは

有料にもかかわらず、開館と同時に整理券が完売と

いう凄まじさ。私

も内覧会で体験し

ましたが、複雑な

操作が大変難しく

て四苦八苦、それ

でもとても面白く

て、またやりたい

と思っていますが、

人気殺到でなかなかチャンスがありません。

また屋外には、２人乗りのミニ運転列車がありま

す。一周230ｍの線路を信号に従って自分で運転し

て走行、遊園地と違うのはＡＴＣ（自動列車制御装置）

やＡＴＳ（自動列車停止装置）などが装備され、実際

の鉄道運転システムを経験できるという凝りようです。

さらに日本一の大きさ（25×8ｍ）というジオラ

マも、時間を区切った定員制で、順番待ちの長い列

ができ、待たないと見られないほどの人気です。こ

こでは早朝から深夜まで、様々な模型列車が走り回

ることで鉄道の１日が紹介されています。また、館

内には実物の車両が新旧あわせて35両も展示され、

懐かしさや郷愁を味わえるようなシーンが再現され

ており、子供だけでなく大人でも十分楽しめます。

とにかく語り尽くせない程沢山の展示物があり、

いくら時間があっても足りない位のボリュームある

博物館となっています。私は年間フリーパスを購入、

地の利を生かし、気が向く

と訪問しています。

観光資源が無いと言われ

ていたさいたま市ですが、

名実ともに日本一の鉄道博

物館と自信を持って紹介致

します。皆さんもぜひ一度

いらっしゃってみてくださ

い。

係員の指導のもと、石炭（模型）をくべる

エントランスにある
ＳＬデゴイチ
（実物の一部）

日本一のジオラマは、線路の長さが
合計1,400mもあります
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【要請８項目】

１．消費者、印刷会社のお得意先並びに印刷業界に対して本件に関する見解の公示。

２．日本印刷産業連合会に対する説明会の開催。

３．配合率乖離製品の銘柄別の早急な開示。

４．再生紙（配合率適正用紙）の安定供給。

５．製紙各社に対し、用紙の返品、交換及び刷直し等侵害費発生の場合の真摯な対応の指導。

６．卸商・代理店等の流通サイドにおける誠意ある対応の指示。

７．品質保証方法の具体策を含め、再発防止策の提示。

８．技術的な見地を含めた再生紙生産に対する考え方と、今後の生産見通しについての見解をとり

まとめ、グリーン購入制度への対応に関する行政との協議、またその猶予期間の対応について

の提示。

（１月23日付け要請文書より抜粋）

それに対し、日本製紙連合会は１月25日付けで「再生紙年賀はがき等紙・板紙製品の配合率等に関する実

態調査」（別表）を公表し、その後１月31日付けで日印産連に対し「再生紙における古紙配合率問題に関す

る対応について」と題する以下の回答書が寄せられました。

�経営革新・マーケティング委員会�
�委員長　吉田　健�

�経営革新・マーケティング委員会�
�委員長　吉田　健�

深谷カーボン�
代表取締役�深 町 要 一 �

カッターミシン・伝票丁合�
セパレートワックス・減感加工�

バックカーボン・ナンバーリング印刷�

株式�
会社�

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/̃youichi/

信 頼 と 技 術 、 ガ ッ ツ な パ ー ト ナ ー �

電 話 �

ＦＡＸ�

（048）５２０－１６４９�

（048）５２０－１４１０�
埼玉県熊谷市上川上９５２－５�

すでに新聞紙上等で承知のことと思いますが、標記の問題について日本印刷産業連合

会（日印産連）の動向が全日本印刷工業組合連合会（全印工連）を通じて連絡されてきま

したので、お知らせいたします。

日印産連では、当該問題に関し本年１月23日付けで日本製紙連合会に対し、以下の８

項目にわたる要請を行い、１月31日を期限に回答いただくよう求めました。



埼 印 工 だ よ り第106号 平成20年２月20日（11）

【回答書】

法律や契約で求められた古紙配合基準等に満たない製品の生産・販売を行っていた弊社会員企業

は、こうした製品の製造・販売を中止いたしました。

生産・販売の中止にともない、再生紙の供給体制が一定期間混乱し、お客様にご迷惑をおかけす

る事態も予想されますが、関係製紙メーカーは、各社ベースでお客様の見解を前提に、卸商・代理

店と一体となって代替品の提供等によって混乱の回避に努めていく所存です。また各社、用紙の返

品、交換及び刷直し等損害費用の発生に対しましても真摯に取組んでいるところでございます。

再生紙の安定供給には引き続き力を入れていく方針でございますが、再生紙という言葉は明確な

定義が無いまま使用され、混乱を惹起しているため定義付けが必要となっております。また再生紙

における古紙の配合率を第三者にどのように証明するかという問題もございます。当会は、こうし

た課題を検討するために１月25日に古紙配合率問題検討委員会を発足させましたが、この場での議

論を通じて再生紙の安定供給に向けて基盤を整備することにいたしております。なお同委員会では、

環境と古紙の分かりやすい説明および各社におけるコンプライアンス対策への協力についても検討

される予定でございます。

なお日本製紙連合会が再生紙の古紙配合率を偽装していたことを認識した上で、配合率を実態に

合わせるためにグリーン購入法の基準引下げを提案したとの報道がなされましたが、これにつきま

しては、添付いたしました文書（『古紙配合率に関する一部報道に関して』）において、こうした事

実はなかったことを明言させていただきました。

当会は、「再生紙年賀はがき等紙・板紙製品の古紙配合率等に関する実態調査」の結果を１月25

日に公表いたしましたが、この調査結果を添付させていただきます。また『古紙配合率問題検討委

員会の設置』についての説明文書につきましても添付させていただきました。

日本製紙連合会としては、今後こうした問題が二度と起きないよう全力を挙げて取り組んでまい

る所存です。ご理解のほど、せつにお願いする次第です。

末筆ながら、貴連合会の益々のご発展をお祈り申し上げます。

（1月31日付回答書より抜粋）

日印産連としては、前記回答では納得のいく回答が為されていないとして、現在、今後の対応を検討中で

あり、まとまり次第皆さんにお知らせすることが出来ると思います。尚、その後表面化しましたインキ問題

についても再生紙問題と併せて対応して行くことが決められています。
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別表

再生紙年賀はがき等紙・板紙製品の古紙配合率に関する実態調査について

Ⅲ 原 因

１．高品質古紙の入手が困難となる中で技術的対応が出来ないまま、配合率の基準を守ることより、品質

維持を優先させたため

２．技術的対応が困難であることの確認をおろそかにしたまま、売上げシェアー維持に走ったため

Ⅳ 会員各社の今後の対応について

１．古紙配合率の基準を満たさない製品の製造や販売を中止し、技術的対応可能範囲内で受注する

２．再発防止としてコンプライアンスの周知徹底と調査委員会による原因究明、古紙配合率の確認体制を

確立する等

（1月23日調査公表文書抜粋）

Ⅰ　実態調査回答会社数（対象:正会員企業）：38社

Ⅱ　古紙配合率基準不遵守の状況について

王子製紙�

大王製紙�

日本製紙�

北越製紙�

三菱製紙�

リンテック�

王子特殊紙�

紀州製紙�

三善製紙�

新巴川製紙�

大興製紙�

中越パルプ工業�

特殊東海ホールディングス�

丸住製紙�

日本大昭和板紙�

三島製紙�

計�

再生紙はがきの古紙配合

率の基準を満さなかった

製品を供給したと回答し

たメーカー�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

６社�

古紙配合の基準が設定さ

れていない紙製品につい

て、他者に誤解を与える

ような製品を供給したと

回答したメーカー�

○�

○�

�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○（詳細は調査中）�

○�

○�

○�

�

�

12社�

グリーン購入法の基準や

契約において、古紙配合

率が設定されている紙製

品について、基準や契約

を満さない製品を供給し

たと回答したメーカー�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

�

�

○（同左）�

○�

○�

○�

○�

○�

13社�

会社名�

項　目�
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予定表に添っ

て、中国大連へ視

察に行ってきた。

目的は大連のシリ

コンバレーといわ

れている場所（ソ

フトウェアパー

ク）内の見学とＤ

ＴＰのアウトソー

シング受け入れ企業２社他を見学することである。

大連の日本企業への強い思い入れと大手日本企業の

進出に迫力とパワーを感じ、大いに刺激を受けた次

第である。

大連市概要：

■面積：12.574平方キロメートル（新潟県と同じ位）

■人口：572万人（兵庫県とほぼ同じ）

■気候：夏季最高36℃、冬季最低－15℃

（年間平均12℃）、降雨量：日本の約半分

■外資系企業：11,200社のうち日系企業3,200社

■市のＧＤＰ：約4兆円

■一人当りの平均可処分所得年間約21万円（都市部）

■平均賃金：2,017人民元（約32,000円）

■ 給与上昇率：年間10％程度（物価上昇率：1.4％）

未だ中国の人件費の安さ（日本の約１／５～１／10）

と日本語に対する学習姿勢が相まって、そういう環

境ができたのだと思う。世界のトップ企業500社

（ＦＯＲＴＵＮＥ社）のうち約17％の企業が大連に進出

していた。今後も進出する企業は増える見通しのよう

である。

［第１日］大連コクヨ社を訪問

最初に訪問した「大連コクヨ（ＫＯＫＵＹＯ）」は

2006年２月に設立された企業である。日本のコクヨ

の総務・人事・経理部門の一部門を大連コクヨで行

なっている。その他にも日本企業の業務を請け負う

体制を整えてい

る。人材配置は常

駐日本人は２人。

その他は中国人社

員71名となってい

る。そのうち※Ｂ

ＰＯ関連の業務に

あたっている人員

は56名となってい

る。この企業の社

員（日本語能力検

定２級以上取得）

に対しては日本語

教育はもちろん、

日本文化に即した

マナー教育も徹底

して行なっているようである。

大連では主にフロント系業務であるコールセンタ

ー業務、バックオフィス系業務ではＤＥ（データエ

ントリー）、人事・経理系ＢＰＯ、ＣＡＤ業務、ＤＴＰ

業務というものがトレンドになっており、日系企業

の部門を丸ごととはいかないまでも、大連に業務移

管してしまうそうだ。

しかし、現在も業務を行なっていく際の日本と大

連のブリッジ（橋渡し）要員の人材不足も問題にな

っているようだ。ＢＰＯ業務は日本でも行なわれて

いるが、海外でＢＰＯを行なうことをオフショアＢＰ

Ｏと呼ぶ。メリットとしては業務の標準化、手順の

可視化、人材の有効活用（ここまでがＢＰＯの効果）、

マンパワーの安定確保、コスト削減（ここまでがオ

フショアの効果）が挙げられる。 （次号につづく）

ー大連のシリコンバレーを訪ねてーー大連のシリコンバレーを訪ねてーー大連のシリコンバレーを訪ねてー
副理事長　新井　正敏�

建設ラッシュの光景

大連コクヨのエントランス

休憩室。ここで昼食を食べる。

日々高層ビルが完成していく大連

※BPOとはビジネス・プロセス・アウトソーシングの略で、事務系業務を外注化する意味
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●洋紙のご需要は地元埼玉の洋紙店を●�

埼
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会
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�
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�
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〇
四
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七
一�
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市
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―
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―
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�
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0047

代
表
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締
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長�

　
　
　
浅
海
　
　
廣�
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サ
ナ
カ
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��

�
〇
四
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埼印工深谷支部では12月４日�・５日�、群馬県

伊香保温泉にて研修・親睦会を組合員５社、関連商

社３社の参加で実施いたしました。４日の午後５時

に塚越屋七兵衛旅館に集合し、一汗流した後、６時

より研修会が始まりました。機材・紙業商社さんよ

りたいへん貴重な情報を得ることができ、有意義な

研修となりました。

席を替え、７時からは親睦会が行なわれました。

時の経つのも忘れ、大いに盛り上がりました。

（文責　田島）

日時：平成20年２月１日� 18：30～

場所：マロウドイン熊谷　鶴の間

熊谷支部・熊谷14日会の合同新年会が、会員の家族、

関連業者の皆様を交え、盛大に開催されました。

今回はイベントとして、地元熊谷のアマチュア落語

グループ｢落語長屋おもしろ荘｣より｢取締亭きせる｣さ

んをお招きし、落語を楽しんでいただきました。アマチ

ュアといっても数々のコンテスト等で受賞歴を持つ実

力のある方で、その名調子に皆、聞き惚れていました。

懇親会では、恒例の関連業者ＰＲタイムやカラオケ

で盛り上がり、楽しい時間は過ぎていきました。

会員家族の皆様、関連業者の皆様、ご協力ありがと

うございました。本年もよろしくお願い致します。

恒例の大宮刷機会新年会が２月８日、大宮道山閣

にて開催されました。井坂会長の挨拶では昨年から

今年にかけて、古紙の偽装問題、インキの偽装と印

刷業界に明るいニュースもなく行く先不透明な一年

になりそうですが、せめて会員増強の一年にしたい

との協力要請がありました。

続いて、昨年は大正琴の演奏でしたが、今年は

『新春落語で初笑い』ということで、春風亭笑好師

匠の落語で爆笑でした。

その後懇親会に移り、県会議員の鈴木弘先生をお

招きして、県政についてのお話を伺いました。又、

宴なかばにして国会開会中ながら衆議院議員の牧原

ひでき先生にもご出席いただき有意義なお話もあっ

て親交を深めま

した。そのあと

は、気分一新カ

ラオケで盛り上

がり、９時過ぎ

散会となりまし

た。

大宮支部�大宮支部�大宮支部� 大宮刷機会新年会行わる　落語で初笑い�

熊谷支部�熊谷支部�熊谷支部�「熊谷支部・14日会 合同新年会」開催される�

深谷支部�深谷支部�深谷支部� 深谷支部で研修・親睦会を開催�

飯田支部長による
開会の挨拶

熊谷14日会の
榊原会長

本格的な落語で
会場は爆笑の渦



埼 印 工 だ よ り平成20年２月20日 第106号（16）

◇年が改まって2008年、平成20年を迎えた。時間は

一刻の猶予もなく過ぎていく。長い年月を生きて

きて、そのことを実感している。

◇さて、昨年10月組合創立50周年の式典、各種事業

を実施し、今般またそれら一切の資料を収録した

50周年記念誌を埼印工組としてまとめ発刊にこぎ

つけた、その汗の結晶を今一度繙いてみたい。

◇記念誌の編集方針が、岩渕編集委員長の弁として

「編集後記」（185頁）に記されている。現組合員

各自に原稿依頼しての「我が社の歴史」が40頁に

まとめられた。全組合員とは勿論いかなかったが、

原稿が出された各社の小史を読ませていただく

と、それぞれ長い年月の経緯が記されていて感慨

をそそる。みんな苦労してきたのだ。また組合活

動の50年を圧縮した「年史」では毎年の総会議事

録と組合広報紙「埼印工だより」が素材として使

われた。これもただ事項の羅列ではなく、できる

だけ事実経過を明らかにしている記事部分をピッ

クアップすべく工夫がされた「50年の歩み」であ

る。それらを拾い読みして思うことは、印刷業と

いう業態の中で各組合員が懸命に努力し、それら

を組合として束ねていくことのご苦労であろう

か。歴代役員さんの努力が積み重ねられている。

そしてなおその上で、全印工連浅野会長が我々組

合員によびかけている（会長祝辞文中）「メディ

ア産業に生まれ変わるのだ」の叫びであろうか。

今我々が立つ地点の大変さが響いてくる。

◇組合が設立されて10年、20年と年月を重ね、50

年＝半世紀という時間を同時体験すると、それ程

の長さでもなかったのかの想いもある。次の50年

は次世代のものだが、受け継ぐべきものはしっか

りバトンタッチせねばならないだろう。（Ｓ．Ｏ）
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10月25日（東京 国技館）

中央会全国大会　佐藤副理事長

櫻井専務理事出席

11月10～11日（堂ヶ島温泉）

青年部会研修旅行

11月13日（東京 大日本インキ化学工業）

第２回全印工連理事会　新理事長出席

11月15日（組合事務所）

50周年記念誌部会　新理事長　岩渕委員長　櫻井

小倉　高橋各副委員長　大谷　飯田委員　事務局

出席

11月27日（さいたま市 基金事務局）

関東五県印刷工業厚生年金基金監事監査

佐藤副理事長出席

11月28日（シャープ・ハイテクノロジーホール）

中央会情報連絡員視察研修会　事務局佐々木出席

12月４～５日（伊香保温泉）

深谷支部研修旅行

12月６日（熊谷ティアラ２１ハートピア）

第３回役員会・50周年記念誌部会・広報委員会

12月14日（高崎　ホテルメトロポリタン高崎）

関東五県印刷工業厚生年金基金理事会　新理事長

中村顧問　鈴木氏出席　

１月15日（大宮ラフォーレ清水園）

中央会新春講演会・賀詞交歓会　新井副理事長

櫻井専務理事出席

１月19日（埼玉グランドホテル深谷）

広報委員会　櫻井委員長　小倉　高橋両副委員長

大谷委員　事務局出席

１月19日（埼玉グランドホテル深谷）

埼印工組新春賀詞交歓会

２月１日（マロウドイン熊谷）

熊谷支部・十四日会新年会

２月２日（入間 魚いち）

西部工組通常総会

２月８日（マロウドイン熊谷）

中央会北部支部新春交流会　飯田理事出席

２月８日（大宮道山閣）

大宮刷機会新年会

２月９～10日（秩父 和銅鉱泉）

青年部会新年会

※中央会＝埼玉県中小企業団体中央会

人事往来�人事往来�人事往来�

11月４日　光陽社印刷所（熊谷支部）�
　　社長　梶塚  恒治  様�


